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   福 島 復 興 の た め に 不 可 欠 な 警 察 官 増 員 措 置 の 継 続 に 関    

   す る 意 見 書 （ 案 ） 

 

 東 日 本 大 震 災 と 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 か ら 本 年 ３ 月 11日 で ５

年 が 経 過 し ま し た が 、 本 市 に お い て は 、 除 染 作 業 、 復 興 関 連 工 事 等

に よ り 、 他 地 方 か ら の 人 口 流 入 や 物 流 の 活 発 化 が 見 ら れ ま す が 、 一

方 で 安 全 安 心 面 に お い て 市 民 の 不 安 感 は 高 ま っ て お り ま す 。 

 福 島 県 警 察 で は 、 国 の 施 策 に よ り 、 平 成 28年 度 に は 240名 の 期 限

つ き 警 察 官 の 増 員 措 置 が 認 め ら れ 、 全 国 か ら ウ ル ト ラ 警 察 隊 員 の 出

向 を 受 け て お り 、 本 市 を 管 轄 す る 南 相 馬 警 察 署 で も 防 犯 ・ 治 安 や 交

通 の 安 全 な ど 、 復 興 の 最 も 重 要 な 基 盤 と も い え る 安 全 安 心 の 確 保 に

尽 力 し て お り ま す が 、 こ の 増 員 措 置 は 平 成 28年 度 ま で と さ れ て お り 、

そ の 後 の 見 通 し は 国 か ら 示 さ れ て い な い と の こ と で あ り ま す 。 

 増 員 措 置 が 終 了 す る こ と は 、 避 難 指 示 解 除 区 域 は も と よ り 、 県 内

各 地 の 安 全 安 心 が 損 な わ れ 、 住 民 の 帰 還 ・ 定 住 、 放 射 性 汚 染 物 質 の

処 理 を 初 め 、 原 子 力 発 電 所 の 廃 炉 作 業 な ど の 復 興 事 業 が 大 き く 遅 延

す る こ と と な り ま す 。 

 政 府 は 、 居 住 制 限 区 域 と 避 難 指 示 解 除 準 備 区 域 を 平 成 29年 ３ 月 ま

で に は 解 除 す る 方 針 を 発 表 し て お り ま す が 、 避 難 指 示 解 除 後 も 政 府

が 先 頭 に 立 ち 、 復 興 に 向 け た 施 策 を し っ か り 展 開 し て い く と 明 言 し

て お り ま す 。 

 こ の こ と か ら 、 本 市 及 び 周 辺 自 治 体 住 民 の 生 命 と 財 産 を 守 る た め 、

福 島 県 警 察 の 警 察 官 増 員 措 置 を 平 成 29年 度 以 降 も 現 行 と 同 様 の 規 模

で 継 続 す る よ う 強 く 求 め ま す 。 

 以 上 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 い た し ま す 。 
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          福 島 県 南 相 馬 市 議 会 議 長  平 田   武    
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